
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【十日町雪掘りキャンプ】 
日  時：2024 年 2 月 14 日（水）〜18 日（日） 

場  所：日本基督教団 十日町教会（十日町市本町西 1－253） 

参 加 費：7000 円（学生 5000 円） 

※1．参加費は宿泊費・食費を含みます。この他、温泉入浴費用（１回 600 

円程度）は個人負担です。またボランティア保険は各自で必ず加入し 

てください（各地の社会福祉協議会で加入することができます）。 

※2．交通費の補助は予定していません。各教会・地区教区等でご配慮下されば幸いです。 

※3．部分参加の方、また配慮の必要な事情がある方は、事前に電話かメールでご相談ください。 

持 ち 物：着替え（汗をかくのでたくさん。但しコインランドリー有り）、防寒手袋、長靴（もしくは防水のスノトレなど）、上着

はカッパや表面がスベスベしたもの（雪が付着するものは濡れてすぐに使い物にならなくなる）、帽子、タオ

ル、洗面具、筆記具、お小遣い（入浴料）など。 

※長靴・手袋は現地で購入することもできます(長靴 3000 円、手袋 500 円程度)。 

参加申込：2024 年 1 月 31 日締切厳守。右の QR コードより、Google 

フォームにてお申し込みください。お問い合わせは新潟教会 

長倉望まで (nozomn0511@gmail.com 新潟教会 025-222-3420) 

主催：関東教区宣教部委員会  協力：新潟地区被災支援担当 

 2004 年に起こった中越地震から 19 年。各地に立て続けにおこ

る災害被災とその支援の働きに祈りを合わせます。 

しばらく休止していた「十日町雪掘りキャンプ」、今年は開催で

す！「雪害」とも言われる豪雪地帯で、雪掘りに汗を流しつつ、

被災支援の経験に耳を傾け、「人のために働くこと」「共に生きる

こと」について体験していく青年キャンプです。今年の講師は、

森分望牧師(三津教会)、柴田信也牧師(兵庫教会。元兵庫教区被災

者生活支援長田センター主事)。特に森分望先生からは、東日本大

震災(2011)での被災支援の経験、西日本豪雨(2018)での被災支援

の経験に加え、現在、三津教会を会場に開催されている「教会こ

ども食堂」のお働きについてもお話を伺う予定です。被災支援の

学びと励ましのみならず日常の生活支援についても気づきが与え

られる時になること間違いなし。十日町雪まつりの日程と合わせ

ての開催ですので、雪像作りや雪まつりを楽しむこともできます。

「出会う！働く！考える！」の言葉通り、雪と共に暮らす人たち

と出会い、被災支援の経験を分かち合い、共に働く仲間たちと過

ごす 5 日間。ぜひご参加ください！（長倉） 

 

【プログラム予定】 

◆ 2月 14日(水) 
15時 十日町教会集合！ 
買い出し・開会礼拝・オリエンテーション。
夕食後、被災支援学習 1(三浦・長倉) 

◆ 2月 15日(木) 
朝礼拝＆ミーティング。雪掘りワーク。
夜、被災支援学習 2(森分望師) 

◆ 2月 16日(金) 
朝礼拝＆ミーティング 
雪掘りワーク・雪まつり雪像作り 
夜、被災支援学習 3(柴田信也師) 
夜は十日町雪まつりへ！ 

◆ 2月 17日(土) 
朝礼拝＆感想のシェアなど、まとめ 
の時間＆雪まつりを楽しもう！ 
(状況によっては雪掘りワーク) 

◆ 2月 18日(日) 
 お世話になった十日町教会の礼拝
にて閉会礼拝。礼拝後、解散。 
＊予定は状況に応じて変更することがあります。 

 
https://forms.gle/ 
waLH8c3VWXW4UJFc6 


